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訴訟は継続し、厚労省からの協議申し入れには応じる方向を発表!
10月6日の政府との「面談」で提案された「原告団との話し合いにむけて」(文書内容は右記)をもとに、原告の思いを尊重することを基本に、この間、原告・弁護団・勝利をめざす会で話し合いを重ねてきました。10月7日と10月20日には東京で「原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議」が、10月8日には全国弁護団会議が、9月28日、10月21日は勝利をめざす会と全国弁護団の会議が連動して開催され、結果として「訴訟は継続する。厚労省からの協議申し入れには応じる。これを並行して進めていく」ことが10月22日に厚労省記者クラブにて記者会見を開き報告されました。
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(以下、全国の「勝利をめざす会ニュース第58号」より抜粋)厚労省記者クラブで15時から30分間行われました。原告や勝利をめざす会から、三澤共同代表、太田事務局長、藤井世話人、五十嵐、秋山、家平原告、弁護団から竹下、藤岡、青木弁護士が出席しました。
　冒頭、藤岡弁護団事務局長が、この間の経緯を資料をもとに説明しました。資料では、６日政府側からの説明の際のメモ(右記参照)も紹介されました。竹下弁護団長は、厚労省より提案のあった、障害者自立支援法訴訟で問われてきた問題点の解決に向けて、話し合いをすすめていくことを正式に決め、本日、12時30分に、山井厚労省政務官に会って、私たちの意向を伝えた。10月６日、正式に山井政務官と会い、メモをわたされ、訴訟の問題となっている点、民主党のマニフェストでかかげた自立支援法の廃案と新しい総合法の制定に向けた方針のもとで、原告・弁護団との話合いの席をもうけたいとの申し入れを受けた。７日以降、原告と勝利をめざす会の２回の全国会議、弁護団も２回の全国会議を行い、１４地裁各地での協議も重ねて昨日の結論にいたった。
　どういう交渉の中身となるかはまだ明確に見えていないが、少なくとも、応益負担を柱とする自立支援法は憲法違反、人権侵害、で裁判を提起したことを前提として、今後の話合いがすすめられると思っている。「廃止」することを長妻厚労大臣が９月に宣言されたが、廃止後のどういう政策、どういう立法が用意されようとしているかは全くみえてきていない。訴訟で問いかけたものが、障害のある人たちが求めていることが、今後の厚労省の政策、立法として受け入れられていくのかが協議の課題であり、内容となってくるものであると理解している。内部議論を深め、厚労省や政権与党にむかって、十分にわれわれの声がとどき、反映された障害者政策と立法に結びつけていきたい。

・原告や勝利をめざす会役員からは、次のような発言がありました。
「話合いと同時に訴訟も並行する」「廃止にむかっているが、憲法に反することは続いている」「一日でも早く、ゆたかに暮らせるようにしていきたい」「話合いのなかで納得できる内容を得られるまでは訴訟はつづけていく」「政府には混乱させた認識と謝罪が欲しい」「原告の提訴したおもいは、日本の障害者全体のおもいを代表する闘い。
痛み苦しみを共有しながらともに闘っていきたい」「原告には意見をなかなか主張しづらい人がいることを配慮しながら、ぜひまとまってやっていきたい」

・記者からの質問に答えて、
「謝罪抜きはありえないだろうこと」「原告に謝るのではなく、日本の障害者全員にあやまってほしいこと」「応益負担からの切り替え」
「憲法２５条の生きる権利、１３条の幸福追求など、どういう項目で今度どう確認されるかは今後の交渉のなかみである」と話されました。


原告団との話し合いに向けて(10/6政府からのメモ内容)
○障害者自立支援法は、定率負担をはじめとした見直すべき点
が多々あるため、今般の政権交代により、民主党、社会民主党、国民新党による三党連立政権合意が行われ、障害者自立支援法
については政策転換を図り、廃止することとしました。
○障害者自立支援法により、障がい当事者、家族、関係団体の
方々に対し、多大な混乱を招きご迷惑をおかけし、かつ特に定
率負担導入等によりご負担をおかけしたことについて、利用者
の皆様の尊厳を傷つけてしまい、また、政策決定過程において
十分に当事者の皆様も含めた国民の理解を得ることができてい

ない状況での制度施行に不信と不満をお持ちであることは十分

認識しており、その思いに共感しています。

○次の6点のことを提案します。

①障害者自立支援法の廃止

○障害者自立支援法は廃止します。

②障がい者の総合的な福祉制度

○「制度の谷間」が無く、定率負担ではなく、利用者の応能
負担を基本とする総合的な制度を4年以内につくります。

○障がい者の総合的な福祉制度は、内閣に「(仮称)障がい者
制度改革推進本部」を設置し、障がい当事者等が参画する仕
組みの中で議論を進めます。

③応能負担の基準
○多くの障がい者は、就労が困難で障害年金のみで生活を送

っている実態にかんがみたとき、応能負担の制度を考えます。
○加えて、障がい者の「所得確保」策を考えていきます。

④新しい法律の制定過程への当事者などの参加

○制度改革推進本部への参画は、障がい者、障がい者の福祉
に関する事業に従事する者、学識経験者(含む法曹界)などを想
定しています。

⑤暫定的な利用者負担の軽減

○新たな応能負担の制度ができるまでの間、平成22年度から
の暫定的な措置として、政省令改正を行い予算編成により、
さらなる負担軽減を行います。

※具体的な負担軽減については、年末の平成22年度予算編成
過程の中で決まります。また、幅広く関係団体や当事者の声
を聞く必要があると考えます。

⑥安心の制度をつくるための提言

○国連の権利条約の批准に向け、障がい者が地域で安心して
暮らせるよう、わが国の障がい者政策を総合的に推進します。以　上

☆10/15第5回公判での寺本さんの意見陳述を掲載します。
障害を抱えたすべての人に　　　　　　

良い結果を!　 
寺本夕子(原告・寺本容子姉)　　　　　　　　　
さつき障害者作業所に通所している寺本容子についてお話させていただきますが、本来なら母親である勝子がこの場で発言するつもりでしたが、体調を崩しているため、代理として姉の寺本夕子が代弁させていただきます。

・生い立ち

母、勝子は昭和４８年１月１０日に大阪府で原告容子を出産するとその二日後には医者から「多分、ダウン症でしょう」と告げられ血液検査の結果ダウン症であることが明らかになりました。その際母は医師から「２歳まで生きられない」とも告げられ「死んでしまうのなら今なら諦めもつく…」と父親と話しながら病院から帰ってきたそうです。

乳幼児の頃、母は容子の容姿を気にするあまり容子を連れて外出する事も控えていたし、たとえ外出するにも容子の顔を他者から隠すように抱いて歩くようになっていましたが、健康状態では大きな病気にかかることなく育ってくると、今更死なせる訳にはいかないという思いが強くなり、育ててきました。

ただ、「障害を抱えた子供をこれからどうやって育てていったら良いのか…」と不安や焦りが大きかった中で、家庭の様子は「毎日、御通夜やったわ…」と聞いたことがあります。父親も沈んだ様子の母を家に置いて「心配で仕事に行けない・・」と言っていた程、家庭にもショックが影を落としていました。その様な背景があり、私自身、幼稚園の時に担任の先生から「夕子さん、笑わないのです…」と言われ、ハッとしたそうです。母は「これでは子供を駄目にする」と思い、容子を２歳から小杉幼児教室へ通わせ、その後吹田市立の保育園へ通うようになり療育がはじまりました。同じ年頃の子供達と関わる環境がスタートします。クラスのお友達がお姉さん代わりに関わってくれ、言葉の遅れやこだわりがありましたが、皆に可愛いがられて無邪気に笑っていた記憶があります。

情緒面でも楽しい事を感じて共感したり、当時流行っていたピンクレデイーの歌や踊りを私と一緒に躍って楽しんだりして、障害を抱えていても一緒に子供の世界の中で楽しんでいました。そして、容子と関わっていたら言葉は単的な発音でしか話せませんでしたが、不思議と意思は伝わりました。

小学校は「集団を大切に」の親の思いで千里第一小学校へ越境入学し、中学校、高校では高槻養護学校で過ごしています。

この頃から、母は「社会の中で自立して生活できるように後押ししていこう」と考えるようになったそうです。そして私の中で印象的だったのが、容子の独り言の様な沢山の「おしゃべり」です。「隣に誰かいるのか？」と思う程、「見えない誰か」に言葉にならない言葉で、叱ったり、共感を求めたり、小学校の先生の真似をしながら話をしていました。

行動もこの頃が一番活発です。自宅の周りには公園が無く、前に建っている市役所の駐車場やちょっとしたスペースでボール遊びをしたり、市役所の外壁を塗り直す為足場を組んでいたら、容子は２段目位まで登ってしまったり・・、マンホールの蓋を開けてしまい興味深く中を覗き込んでいるので叱られたり…、毎日、自由に遊んで、自転車で気ままに近辺を走ったりしていました。

私は容子と姉妹として過ごしてきましたが、容子が社会に出るまでは元気なあまり、障害を抱えているから「可愛そう」とか「何かしてあげないと不憫」とは思わなかったのです。普通に生きていました。

けれども、社会に出て歳を重ねると障害は加齢と共に重くなってきています。現在では言葉は殆ど出ていませんし、外よりも室内で過ごす事の方が多くなりました、病気一つしなかった容子が両側水腎症･尿管逆流症と診断されたのも社会に出てからです。

・社会に出て

高等部を無事に卒業後、さつき福祉会の無認可作業所を経て、認可のさつき作業所に通所しています。仕事は袋作りや紐を通す作業をしていましたが、本人の「給料いっぱい欲しい」の気持ちを指導員の方が大切にしてくれ室中作業から清掃班に班を変わり、2,000円の工賃から20,000円・25,000円と大幅アップしてやりがいも感じていた中、グループホームを見学に行く機会があり、そこでの生活スタイルが気に入った容子はグループホームへ入居することを決め、仕事も充実しホームでも気の合う仲間と過ごす時間は何よりも大切となり、仲間たちの絆を強めるためには自分に出来ることは何でもしていたようです。たくさんの仲間たちとの間で励まし励まされる関係を保つ事で、居場所を見つけて生きる力をもらっていました。

この様に自宅よりホームが好きで気持ちは自立していますが、お金の自立はなかなかできません。容子の収入は作業所からのお給料が６,０００円と障害基礎年金８０,０００円で合計８６,０００円です。

支出はガイドヘルパーやグループホームの利用料で８５,０００円、作業所での給食費４,８００円と一部負担金の利用料２１３４円、医療費や訪問看護代が３６,８００円で合計　約１２８,０００円で、収入より支出のほうが上回ってしまいます。容子の支出は障害を持つ人が人間らしく生きていくために最低限必要なものであり、この状況の中、作業所での利用料は重い負担になっています、この自立支援法は利用者負担金の上限限度額を下げれば解決する金銭問題だけでなく人権問題でもあり、いのちの問題でもあります。両親から援助を受けなければやっていけない状況ですが、いつまでも両親から援助が受けることが出来るわけでもありません。

現在、尿管逆流症を患っている為、清掃班での作業が困難となり作業所内においてミシンによる布巾の縫製作業班に替わりましたが、病気を抱えながらも働く事が好きで仲間とのかかわりの中で生き甲斐を感じた社会生活を送るため頑張って通所しています。

障害を抱えながら生きている人に対して、自立支援法の利用者負担は普通に生活したいという願いをふみにじるものだと思います。そして、仕事をしているのにお金を支払わないといけないという法律は許せない法律だと思います。

・願いとして

母は裁判の前に自信がなく悩んでいましたが、「容子が生まれた時からの色々な事を思い出し、黙っていては福祉は後退してしまう、言っても現状維持か進歩は無い…、言って、言って・・国や市に訴えて、訴えて少しは前に進むかという思いで微力ながら長年やってきた事が、今、原告の一人となって声をあげないと今までの運動がゼロになってしまうし、娘にも嘘をついた事になる」という思いと「何の為に今まで頑張って来たのか・・残念な気持ちで一杯だ」と悔しい思いを口にしていました。今回の裁判ではそんな思いを胸に今までの運動の総まとめにしたいという思いで容子を支える決意をし、「自立支援法を廃止させ、この先々の生活の中でも容子が暮らせる社会にしたい。少しでも幸せを残してあげたい。」と願っています。

最後になりますが、容子が発病した頃に、大事をとって1週間さつき作業所を休み、家に帰宅して療養した事がありました。容子はつまらなさそうにして気持ちも沈んだままでした。そんな姿を見ているとかわいそうになり、母が指導員の方に相談すると「通所しても構いませんよ」と返事をしてくださり「明日からさつき作業所にいけるよ」と、容子に伝えるとニコニコ笑顔が戻り自分で用意して自転車でさつき作業所へ通所し「お給料欲しい」と頑張っていました。これから先も、親なきあとの生活の中でもこうやって働く生き甲斐や、日々の中の楽しみを自立支援法で奪わないで欲しいと願います。やはり、障害者が住みやすい町は、お年寄りやこども達も住みやすいのです。訴訟した家族だけの問題だけでなく、自立支援法に苦しめられている障害を抱えた全ての方に良い結果が出る様に、宜しくお願いします。

弁護団からひとこと～芦田如子
　弁護士５年目です。昨年夏に独立し、中之島公会堂の向かいの向かいで開業しました。
私自身、家族に身体障害を持つ者がいるので、障害を持つ方や高齢者の権利を守る仕事をしたいという思いを持っています。障がいや高齢というのは、他人事ではありません。誰がいつその立場になるか分かりません。自立支援法については、弁護士になって２年目、施行直後に全国で実施した自立支援法１１０番相談に参加し、たくさんの生の声を聞いたときのことがとても印象に残っています。それから数年、弁護団に参加することになりました。原告として立ち上がった皆さんの声を届けるため、最後までがんばりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

とどけ、原告の声！なくせ、障害者自立支援法！

～障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす近畿ブロック集会～

と　き：11月29日（日）13時～16時

ところ：大阪府福祉人権推進センター・ヒューマインド

（大阪市浪速区久保吉2-2-3、最寄り駅ＪＲ環状線「芦原橋」）

内　容：原告からの訴え、訴訟の意義と争点　など

主　催：近畿ブロック集会実行委員会
障害者自立支援法訴訟の勝利を


めざす大阪の会ニュース　No.9
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